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練馬地域ユニオン定期大会 

護憲、労働者の生活を守る闘いへの団結を強化 
 

 台風のため延期となっていた練馬地域ユニ

オン第24回定期大会が11月30日に練馬区立

勤労福祉会館で行われ、改憲阻止、労働者の

生活を守る闘いへの団結強化を確認しまし

た。 

 冒頭、中村前委員長の逝去を悼み、全員で

黙祷しました。初めに奥山委員長が「練馬ユ

ニオンは『非正規、反貧困、反失業のユニオ

ン運動を！』を基調に運動を積み上げ、24回

目の定期大会を迎えました。安倍一強政治の

下で労働者いじめ、弱い者いじめが強行され

ている。今こそ『8時間働けば豊かな生活がで

きる平和な社会』を目指し、時給1500円獲得

運動、公契約条例制定運動の強化が求められ

ています。民主主義と基本的人権を踏みにじ

る改憲攻撃に抗し、護憲、反戦平和の闘い

を、練馬の地域で多くの市民、労働組合と共

闘して作り上げていきましょう」とあいさつ

しました。 

 来賓の練馬全労協、全国一般東京労組、Ｊ

ＡＬ不当解雇撤回争議団、全国一般・全労働

者組合ユナイテッド争議団、北区地域ユニオ

ン、川越地域ユニオン、ユニオンネットお互

いさま、連帯労働者組合・武蔵学園、分限免

職裁判闘争の渡邉恵子さんから連帯のあいさ

つをいただきました。 

 奥田執行委員が議長を務めて議事に移り、

経過報告、活動方針の提案では、鈴木書記長

から組織強化へ向けた学習会の持ち方などが

課題として挙げられました。 

 組合員の闘いの報告では、シルバーハート

争議の当該の稲本組合員から、シフト勤務削

減問題などで争っている裁判闘争の現状報告

と、証人尋問への傍聴支援の要請が行われま

した。なごみ歯科医院の闘いでは、未払い残

業代の問題などが報告されました。 

 議案は一括採決され、活動方針、決算、予

算が拍手をもって採択されました。 

 大会終了後のは、来賓と組合員一人一人が

近況を報告し交流と連帯を深めました。 

編集発行 ： 練馬ユニオン編集委員会 
連絡先 ： 練馬区 練馬１－１６－１６－１０１ 

サポートねりま内 
          TEL  ０３-３９９４-２０８８ 
Ｅ-mail ： support＠nerimaunion．org 
HP : www.nerimaunion.or/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2019 年 12 月 20日     練馬ユニオン（練馬全労協・練馬地域ユニオン）    第 134 号  (2） 

Ｎ歯科医院の長期労働条件改善の闘いが和解解決へ 

Ｎ歯科医院の医院長によるパワハラと職場

改善の闘いの団体交渉は2018年7月13日に

第1回団体交渉をおこなってから第3回団体

交渉を経て1年半と長期になりました。 

長期になった一番の理由はＮ歯科医院と勤怠

管理の依頼を受けた医療経営会社との勤務時

間管理及び残業代計算の不明朗さがありまし

た。 

第2回団体交渉後の代理人回答では採用時

に説明のなかった変形労働時間制を取ってい

るので残業代は発生しないと言い出してきま

した。 

 

賃金の再計算 

ユニオンとしてタイムカードを点検し、実

際に働いた時間、残業、深夜残業から時間賃

金、残業代、深夜残業代を計算すると、支払

われた賃金明細書と差額が確認されました。 

時間賃金、残業代、深夜残業代の一覧表を作

成し代理人に提示しました。医院長は新たな

社労士に支払い賃金の点検を依頼し、その結

果、残業代が発生しているとなり再度、医院

長が最初に依頼した医療経営会社に再度計算

させるとなりましたが、なかなか結果が出

ず、再三団体交渉の再開を要請するも再計算

の結果待ちですと時間ばかりが過ぎました。 

ようやく2019年11月になり代理人より残業

代の再計算表が出ましたが、ユニオンの提示

した時間賃金と残業代との整合性がなく、ユ

ニオンの提示した内容とはかけ離れたもので

した。 

 

 事務折衝へ 

当該組合員５人も早期解決の希望があり、

事務折衝解決の承諾してもらい、事務折衝を

申し入れ2019年12月4日に事務折衝を行い

ました。 

ユニオンとしては第3回団体交渉で解決の

方向は示されたのに何故長期化したのか、ユ

ニオンが提示した計算表と医療経営会社が作

成した再計算表の整合性がないので説明を求

め事務折衝に入りました。 

ユニオン解決案としては、ユニオンより提

示した 時間賃金、残業代との差額、ここま

で長時間を要した事の補償を加味した金額で

解決を図るようにと折衝をしました。しかし

代理人は残業代の計算表は医療経営会社より

説明がないので分からないと言いながら、医

療経営会社が提示した計算表を基にした金額

を割増した、金銭和解案がまとまりました。

これを当該組合員5人に示しその承諾を得て

和解となりました。 

 これまでの3回の団体交渉で、いろいろな

事を是正させました。時間賃金、残業代につ

いては時間がかかりましたが、今回の事務折

衝で一括金銭和解となりました。当該5人の

組合員とユニオン団交員の頑張りに敬意を表

します。 
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無期転換ルールをまなぶ 
ユニオン学習会で日本通運の無期転換逃れ雇止め（解雇）裁判闘争をまなびました。 
会社は多くの労働者が無期転換になることをおそれています。有期契約労働者は契約更新の時期に

なると胸が締め付けられる思いがすると言っています。今日、有期社員の約三割が、通算５年を超え
て有期労働契約を更新している実態があります。 
安心してはたき続けるために「無期転換ルール」をおさらいしてみます。 

 
労働契約法が改正されました 

〇無期転換ルールとは、平成 24 年８月に成立した「改正労働契約法」（平成 25 年４月１日施行）によ
り、対応が必要になった雇用に関する新たなルールです。 
〇有期労働契約が５年を超えて更新された場合は、有期契約労働者（契約社員やアルバイトなどの名
称を問わず、雇用期間が定められた社員。以下「有期社員」といいます。）の申込みにより、期間の
定めのない労働契約（無期労働契約）に転換されます。 

〇無期転換の申込みがあった場合、申込時の有期労働契約が終了する日の翌日から無期労働契約とな

ります。

 

（厚生労働省無期転換ルールハンドブックより）
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寒
期
こ
そ
血
圧
に
つ
い
て
再
確
認 

２
０
０
８
年
、
世
界
保
健
機
関

（Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
高
血
圧
と
診
断
さ

れ
る
25
歳
以
上
の
人
は
世
界
全
体
で
10
億
人
に
達
し
て
い
る
と
の

統
計
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
３
人
に
Ⅰ
人
が
当
て
は
ま
る
計

算
と
な
り
、
高
血
圧
が
良
く
な
い
も
の
と
誰
も
が
知
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
具
体
的
に
ど
ん
な
健
康
リ
ス
ク
が
あ
る
か
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。
今
回
は
高
血
圧
が
与
え
る
影
響
や
健
康
リ
ス
ク
に
つ
い
て
取
り

あ
げ
て
い
き
ま
す
。 

血
圧
と
は
心
臓
か
ら
送
り
出
さ
れ
た
血
液
が
動
脈
壁
に
与
え
る
圧

力
の
こ
と
を
指
し
、
心
臓
が
送
り
出
す
血
液
量
や
動
脈
の
弾
力
性
、

末
梢
血
管
の
抵
抗
性
等
に
よ
っ
て
決
ま
り
、
運
動
や
食
事
、
喫
煙
や

寒
さ
、
緊
張

・
興
奮
等
に
よ
っ
て
上
昇
し
ま
す
。 

日
本
高
血
圧
学
会
で
は
収
縮
期

（最
高
）
血
圧
が
１
４
０
㎜
Hg

拡
張
期

（最
低
）
血
圧
が
90

㎜
Hg
と
、
こ
の
ど
ち
ら
か
の
数
値
を

上
回
っ
て
い
る
状
態
が
高
血
圧
と
定
義
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
高

血
圧
に
は
二
次
性
と
本
態
性
が
あ
り
、
二
次
性
高
血
圧
は
腎
疾
患
や

内
分
泌
疾
患
な
ど
は
っ
き
り
し
た
原
因
が
あ
る
も
の
で
そ
れ
ら
の
治

療
が
必
要
で
す
。

一
方
、
本
態
性
高
血
圧
は
原
因
が
は
っ
き
り
し
て

い
な
い
も
の
を
指
し
、
高
血
圧
患
者
の
９
割
以
上
が
本
態
性
高
血
圧

症
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

高
血
圧
は

「サ
イ
レ
ン
ト
キ
ラ
ー
」
と
呼
ば
れ
自
覚
症
状
が
ほ
と

ん
ど
無
く
静
か
に
進
行
し
ま
す
。
血
管
に
常
時
通
常
以
上
の
圧
力
が

か
か
る
こ
と
で
血
管
壁
が
厚
く
な
り
、
弾
力
性
が
失
わ
れ
動
脈
硬
化

が
進
み
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
な
ど
の
恐
ろ
し
い
病
気

へ
と

発
展
し
て
し
ま
う
た
め
、
早
期
対
処
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
重
度
の

場
合
は
服
薬
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
重
要
で
す
が
、
基
本
的
に
運

動
、
食
事
な
ど
生
活
習
慣
の
改
善
が
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

高
血
圧
の
人
の
場
合
１
日
の
塩
分
摂
取
量
を
６
㎎
未
満
に
お
さ
え

る
と
い
う
の
が

一
般
的
で
す
。
そ
れ
に
加
え
て
、
野
菜
や
果
物
に
豊

富
に
含
ま
れ
る
カ
リ
ウ
ム
を
積
極
的
に
摂
る
こ
と
で
塩
分
を
体
外
に

排
出
す
る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
近
年
の
研
究
に
よ
り
運
動

療
法
に
よ
り
血
管
内
皮
機
能
が
改
善
し
、
降
圧
効
果
が
得
ら
れ
る
事

が
わ
か
っ
て
お
り
、
毎
日
30
分
間
の
運
動
で
収
縮
期
血
圧
20

㎜
Hg

拡
張
期
血
圧
10

㎜
Hg

以
上
の
降
圧
が
見
ら
れ
た
と
の
研
究
報
告
が

あ
り
ま
す
。 

寒
く
な
る
と
身
体
は
体
温
を
逃
が
さ
な
い
よ
う
血
管
が
収
縮
し
血

圧
は
上
昇
し
や
す
く
な
り
ま
す
。 

最
近
血
圧
が
気
に
な
る
と
い
う
方
や
既
に
治
療
中
と
い
う
方
は
気

を
つ
け
て
す
ご
さ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
、
ま
ず
は
血
管
の
健
康
の

た
め
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
の
手
軽
に
始
め
ら
れ
る

運
動
の
習
慣
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
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投稿は 齋藤 明男さんです。 

 

第７号 

 

（おとしがき） 

リヤカーにまだ積んである戦後処理 

横田寒坊（『横田寒坊句集』１９９１年） 
２０１９年 

１１月１日 ひとりがてん蝸牛    自選拾遺集（７） 

《時事》 
・ ワンチーム言い出しかねぬアベ政治 

・ 香典を渡し大臣 墓穴掘る 

・ 「麦を食え」と言いたげに「身の丈で」 

 

・ 除染せぬ山林の土砂 除染地へ 

・ 気候危機 叱らずチコちゃんボーッとし 

・ 避難さえ自己責任という非情 

 

・ 税査察 慌てて還す闇の金 

・ 原発の巨大マネーが循環す  

・ 賄賂をば一時保管と言う詭弁

・ 脅迫に追い銭を撒く文化庁 

・ 補助金を出さず「自由」に駄目を出す 

・ 少女像封じ五輪に旭日旗 

 

［川柳ジャーナル９月WEB句会］課題

「木」 

◇ 熱帯林燃えて地球の肺が病む （秀作） 

◇ 朽ちてなお 頭もたげる臥龍梅（佳作） 

 

 

 

［レイバーネット１０月句会］ 
 

◇ 汚染地を健気に染める泡立草        

選者：被災者なら共感するだろう。荒れ果てた地を好

むセイタカアワダチサウに席巻された田畑。咲

き初めの美しさと荒廃が絵となって浮かぶ 

蝸牛：「健気に」（けなげに）の表現に苦慮。「黄

金に」「悲しく」…と迷ったが、かつて猛威をふるっ

たセイタカア 

ワダチソウも今、自家中毒のためか衰退している。被

災地の復興を願う心はどんな生き物も変わらな

い。 

◇ またしても韓国の地図墨を塗る     

選者：啄木の句からの発想。 なかなかの句 

蝸牛：ホワイト国指定解除は「ブラック国」指定。啄

木の韓国併合批判の句に重ねて詠んだ。 

 

◇ アンネ読み少女像忌むヤマト人    

選者：アンネには感動する日本人が… 

蝸牛：アンネと慰安婦を対比するのには抵抗感あった

が、名古屋さんからお褒めをいただき投句。選

の通り、加害に向き合わない「ヤマト」への怒

り。

［ 石川啄木と社会主義（その一）］

前号で啄木の韓国併合批判の歌を

紹介したところ「啄木はカニと戯れ

たりじっと手を見たりしてただけじ

ゃないんだ」との感想が寄せられ

た。 

啄木は大逆事件や韓国併合の「時

代閉塞の現状」に、無政府主義と社

会主義を考察していた。 

本紙１号掲載の辺野古座り込み闘

争への連帯句「啄木も座り込んでる

砂握り」「非暴力貫いて飲むココア

ひと匙」は大逆事件で処刑された労

働者 宮下大吉を悼んだ次の詩のオ

マージュだ。 

『ココアのひと匙』 

 

われは知る、テロリストの悲し

き心をー 

言葉とおこなひとを分ちがたき 

ただひとつの心を、 

奪われたる言葉のかはりに 

おこなひをもて語らんとする心

を、 

われとわがからだを敵に擲げつ

くる心をー 

しかして、そは真面目にして熱

心なる人の常に有つかなしみな

り。 

はてしなき議論の後の 

冷めたるココアのひと匙を啜り

て、 

そのうすにがき舌触りに、 

われは知る、テロリストの 

かなしき、かなしき心を。 

（１９１１.６.１５） 


